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前回編集後記を書いたのは 2022 年 1月 21日で
「まん延防止等重点措置が 16都県に適用され，まさ
に新型コロナウイルスパンデミック第 6波の真った
だ中でこの編集後記を書いています」と記していまし
た。本日（2022 年 8月 30日）の状況は第 7波がピー
クアウトしはじめた感はありますが，いまだ新規感染
者数の 1週間平均は 5週連続世界最多，死者数はア
メリカに次いで 2位とのことです。皆様も “コロナ疲
れ”が溜まっていらっしゃることと思います。
とはいえ，1月から 8月までの間に社会の状況は変
わり，人々の活動制限は軽減され，学会も完全web
から現地開催（＋後日オンデマンドまたはハイブリッ
ド）へと移行しつつあります。国外の学会への参加は，
帰国前の PCR検査に引っかかるというリスクがあり
ましたが，近日中にそれが不要になるそうで，日本だ
け取り残されていた国際交流にも復活への兆しが見え
てきました。学会に現地参加してみると，本当に直接
交流することの重要性を実感します。パンデミックに

なってから社会人となり，眼科医となった皆さんに
は，国内外を問わず，早くこの学会の楽しさを味わっ
ていただき，モチベーションにつなげていただきたい
と切に願います。
さて，今回の特集は「アトピー性皮膚炎患者に対す

る眼科手術」です。アトピー性皮膚炎に対する治療の
進歩に伴い眼合併症に関連する疾患背景も変化してい
ます。本特集では，眼合併症の頻度や代表的合併症で
ある白内障，緑内障，網膜剥離への対処法について解
説をいただきました。また，綜説は「白点症候群の特
徴と鑑別のポイント」と「Vogt-小柳-原田病の治療
─国内の知見と海外の趨勢」で，大変わかりやすく
まとめていただいています。先生方におかれまして
は，診療の際の知識の整理とアップデートに本号をご
活用いただければ幸いです。
次の編集後記を書く時には，どんな形であってもコ

ロナを克服した状況になっていることを祈念するばか
りです。� （根岸一乃・記）
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